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令和 3 年度 和歌山県支部総会 議案承認のご報告   

 兵庫教育大学大学院同窓会和歌山県支部 事務局  原 康行 

 

コロナ禍，お見舞い申し上げます。 

和歌山県支部では，昨年度に引き続き，令和３年度の支部総会を７月 25 日に，書面で開催さ

せていただきました。皆さまのご協力のもと，すべての議案が承認されましたことを改めてご報告させていた

だきます。 令和 4 年度総会に関しては，来年の年賀状にて詳細をお知らせできればと存じます。 

 

また，コロナ禍ではありますが，和歌山県支部同窓生のご活躍やお声掛けにより，兵庫教育大学大

学院への就学を希望される現職教員の方が，毎年，いらっしゃることをご報告させていただきます。ありが

とうございます。引き続き，皆様のお力添え，ご協力をいただきますよう，お願い申し上げます。 

 

コロナ感染が少しずつ落ち着きを見せ始め，再開されつつある個人旅行ですが，海外旅行にも早く行

きたいなぁと思いをはせている方もいらっしゃるかもしれません。会報 第 2 号では，そんな楽しみの中にも，

心にとめておくことがあるという，川崎先生の壮絶な体験コラムをご紹介させていただきます。 

 

今年もありがとうございました。どうぞ，皆様，良いお年をお迎えください。 
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私は 2021 年 1 月古希を迎えました。退職後，畑でキュウイやサツマイモ，ミニトマトなどを少し栽培

しています。さらに中学教諭をしながら和歌山大学の講師を延べ 9 年間していた縁でしょうか，和歌山

大学の演習林約 60000 平米を 2004 年に購入でき，タケノコやシイタケ栽培，山桃やサクランボ，桜

の木などを植えて楽しんでいます。 

 

＜65歳過ぎれば，健康面からリスクは高まる＞ 

1995 年頃から，夫婦の共通の趣味である海外旅行に春・夏・冬の休暇を活用し 40 回近く海外旅

行に出かけていました。最後の海外旅行は 2019 年ドイツ一周旅行でした。 

この時，健康に自信を持っていた私でしたが，胃潰瘍を患いミュンヘン空港から帰国する直前，空港

のドクターストップがかかり飛行機から降ろされ，救急車で空港から 20 分ほどの救急病院に運ばれまし

た。病院では気を失うなどして倒れたため，緊急処置を施してくれたようです。ドイツの麻酔は，効果的で

全然意識のない状態の中で胃の内部で出血しているところをクリップで 3 か所止血処置をしてくれました。 

 

翌日，私はまだふらふらしている状態でしたが，病院のドクターが早く日本に返してあげようと思ってくれ

たのでしょう，退院許可が出て，約 50 万円の支払いをして空港に行きました。空港近くのホテルで一泊

して，翌日空港のドクターに出国の許可をもらいに行ったのですが，ヘモグロビンの値が低いので許可が

出ず，再度病院へ行って治療を続けるように指示が出たのです。その為着替え等を入れているトランクを

空港へ取りに行く必要性を感じ，旅行会社を通じて通訳を手配し，妻が同行して空港へ行くなどの必

要性が生じました。 

特に心配したのは，病院への費用の支払いのことでした。最初の１泊で約 50 万円支払ったのですか

ら，その後手術はしないもののかなりの請求があるのではと思い，カード会社へ時差を考えて電話を入れ，

300 万まで枠を広げていただきました。体調がすぐれないのに夜中の 3 時に電話をし，本人でないと受け

付けてくれないので苦労しました。 

 

結局旅行日数を 10 日延長した形で帰国できましたが，子どもたちに心配をかけ，海外旅行の場合

は特にリスクを考えなければならないことを痛感した旅となりました。 

帰国後１か月してから救急車の請求書(約 10 万)も送られてきて総額１００万円を超す出費となり

ました。幸いプレミアムカードを持っていたので，保険会社が支払いをしてくれて，ずいぶん助かりました。  

私たち日常生活においても，リスクを考えて，落ち着いて行動するように心がけると，より良い人生と

なるのではないかと思っているところです。 

海外旅行にはリスクを考えていかなければ 
ならないことを痛感する 

川﨑 寛 (生活健康系コース 5 期生） 

★事務局よりおしらせ★ 

 「支部会報」に関するご意見，ご感想，掲載してほしい内容などについて， 

QR コードを読み取り，メールでお知らせください。 

皆さまからの，ご投稿もお待ちしています。 d18254h@hyogo-u.ac.jp 


